
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1 年⽬は授業と仕事のバランスを考えて、 

ゆとりをもって履修計画を⽴てました。⾃分の 

研究と関係のある科⽬を優先して履修し、研究

計画をしっかり⽴てることを重視しました。 

 

⼤学院の授業は課題が多く出ると聞いた 

ので、ただ単に授業への出席が可能かどうか 

ということだけではなく、課題もこなせるように 

スケジュールを考えました。 

【付箋の⾊】 ピンク︓英語教育学コースコア科⽬    

紫︓⾔語学・コミュニケーション表現学コースコア科⽬ 

⽩︓研究指導科⽬ ⻩⾊︓共通科⽬、その他科⽬ 

⼟曜⽇授業は 2 時限連続で

隔週におこなわれるものが多く、

スケジュールを組みやすいです。 

研究基礎論 1・2 は複数教員

による研究指導科⽬で、必修で

はありませんが履修指定科⽬に

なります。オンライン授業です。 

A さん 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2 年⽬は徐々に⾃分の中に 

基礎理論が構築でき始めたので、もちろん 

仕事との兼ね合いも考えながら⾃分の研究に幅が

でるような授業を履修しました。 

 

2 回⽣春でコースコア科⽬の必要単位は 

クリアしました。「課題研究演習Ⅱ」（ゼミ）は 

研究の仕上げをめざす最後の研究指導科⽬ 

ですが、仕事や研究進捗状況など総合的に 

考えて次年度に履修することにしました。 

夏集中講座は 1 ⽇に数時間×4

⽇間程度の短期集中授業なので

スケジュールを組みやすいです。 

他研究科⽣の受

講を可としている

他研究科の授業

は研究に有益な

ものを吟味して受

講します。 



 
 
 

 

 

3 回⽣の春で修了をめざそうと思えば 

できるのですが、やはり無理のない範囲でしっかり 

と⽂献を読み込んだり、⾜りない部分を補ったり 

しながら、悔いのない修⼠論⽂に仕上げて 

いきたいと思っていました。 

修
了 

研究科担当者より 

A さんは「⻑期履修制度」を申請し、当初 4

年間で履修を計画されていましたが、2 回⽣

でかなり単位修得が進み、3 年間に短縮して

来学期修了予定です。他研究科科⽬や⼟

曜授業・夏集中科⽬などご⾃⾝の研究領域

とお仕事とのバランスを考えながら、研究にもじ

っくり取り組むことができた例になります。 


